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編集・発行 奥多摩町議会 電話 0428-83-2302（直通）  奥多摩町ホームページ http://www.town.okutama.tokyo.jp/ 

9 月 29 日(金) 

山のふるさと村にて、西多摩

郡町村議会議員の健康増進と

相互の親睦を図ることを目的

に、４町村、47 名の議員が参

加し、次の森林セラピープラン

を体験して、議員相互の交流を

深めました。 

・ガイドウォーク 

・アロマ教室 

・森林ヨガ 

 

 

☆湖畔広場で森林ヨガ 

☆森林セラピーアシスターが森林散策をサポート ☆アロマテラピストによるアロマ教室 

☆開会式の様子 
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第
３
回
定
例
町
議
会 

 

 

     

第
３
回
定
例
会
は
、
９
月
５
日
か

ら
９
月
15
日
ま
で
の
、
会
期
11
日
間

に
わ
た
り
開
催
さ
れ
ま
し
た
。 

平
成
28
年
度
の
各
会
計
決
算
は
、

本
会
議
初
日
に
提
案
さ
れ
、
延
べ
４

日
間
に
わ
た
り
行
わ
れ
た
決
算
審
査

に
つ
い
て
、
滝
島
勇
一
代
表
監
査
委

員
に
よ
る
審
査
報
告
の
後
、
議
長
と

議
会
選
出
監
査
委
員
を
除
く
10
名
で

構
成
す
る
決
算
特
別
委
員
会
に
審
査

が
付
託
さ
れ
ま
し
た
。 

９
月
12
日
、
13
日
の
２
日
間
に
わ

た
り
開
会
さ
れ
た
決
算
特
別
委
員
会

で
、
内
容
説
明
、
質
疑
等
が
行
わ
れ
、

15
日
の
本
会
議
で
採
決
の
結
果
、
次

の
全
８
会
計
決
算
と
も
全
議
員
の
賛

成
に
よ
り
認
定
さ
れ
ま
し
た
。 

 

○
認
定
第
１
号 

一
般
会
計 

○
認
定
第
２
号 

都
民
の
森
管
理
運
営
事
業
特
別 

 

 

会
計 

○
認
定
第
３
号 

山
の
ふ
る
さ
と
村
管
理
運
営
事 

 

業
特
別
会
計 

○
認
定
第
４
号 

国
民
健
康
保
険
特
別
会
計 

○
認
定
第
５
号 

後
期
高
齢
者
医
療
特
別
会
計 

○
認
定
第
６
号 

介
護
保
険
特
別
会
計 

○
認
定
第
７
号 

下
水
道
事
業
特
別
会
計 

○
認
定
第
８
号 

国
民
健
康
保
険
病
院
事
業
会
計 

     

平
成
28
年
度
の
奥
多
摩
町
に
お
け

る
全
８
会
計
の
決
算
書
類
は
、
関
係

法
令
に
準
じ
て
作
成
さ
れ
て
お
り
、

関
係
帳
簿
及
び
会
計
伝
票
並
び
に
証

票
類
と
も
照
合
の
結
果
、
決
算
の
計

数
に
誤
り
は
な
く
、
預
金
残
高
と
も

符
合
し
、
基
金
の
運
用
状
況
及
び
予

算
の
執
行
も
、
適
正
か
つ
正
確
で
あ

り
、
歳
入
、
歳
出
と
も
妥
当
で
あ
っ
た

こ
と
を
認
め
る
。 

《
平
成
28
年
度
、
奥
多
摩
町
に
お

け
る
健
全
化
判
断
比
率
算
定
書
類
及

び
資
金
不
足
比
率
算
定
書
類
に
関
す

る
審
査
の
結
果
》 

算
定
基
礎
事
項
を
記
載
し
た
書
類

と
総
括
表
と
を
照
合
の
結
果
、
計
数

等
は
、
す
べ
て
正
し
く
、
適
正
に
書
類

が
作
成
さ
れ
て
い
た
。 

     ○
一
般
会
計 

・
自
主
財
源
確
保
の
方
法 

・
公
営
住
宅
使
用
料
未
収
の
内
容 

・
雑
入
未
収
の
内
容 

・
町
税
未
収
の
内
容 

・
町
税
不
納
欠
損
の
内
容 

・
滞
納
理
由 

・
不
動
産
売
払
収
入
の
内
容 

・
固
定
資
産
税
の
支
払
状
況 

・
お
く
た
ま
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ

ー
使
用
料
の
内
容 

・
河
川
占
用
料
の
内
容 

・
自
治
会
運
営
交
付
金
の
状
況 

・
職
員
健
康
診
断
結
果
の
状
況 

・
バ
ス
路
線
維
持
対
策
費
の
今
後 

・
人
権
・
行
政
・
法
律
相
談
の
状
況 

・
震
災
復
興
特
別
交
付
税
返
還
金
の

内
容 

・
旧
レ
イ
ク
サ
イ
ド
の
状
況
と
今
後 

・
氷
川
地
内
用
地
等
買
収
に
伴
う
物

件
補
償
の
内
容 

・
庁
舎
建
設
基
金
の
状
況 

・
子
ど
も
１
１
０
番
の
登
録
件
数 

・
地
域
さ
さ
え
あ
い
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

事
業
の
利
用
状
況
・
Ｐ
Ｒ
方
法 

・
福
祉
モ
ノ
レ
ー
ル
利
用
・
設
置
状 

況 

・
ご
み
処
理
量
の
状
況
周
知 

・
森
林
セ
ラ
ピ
ー
ロ
ー
ド
他
ウ
ォ
ー

キ
ン
グ
ロ
ー
ド
巡
視
委
託
の
内
容 

・
日
照
確
保
対
策
事
業
の
内
容 

・
間
伐
事
業
事
務
用
備
品
の
内
容 

・
奥
多
摩
観
光
協
会
補
助
金
の
内
容 

・
森
林
間
伐
作
業
委
託
の
内
容 

・
経
済
調
査
会
・
建
設
物
価
調
査
会 

負
担
金
の
内
容 

・
首
都
圏
中
央
連
絡
道
路
建
設
促
進

協
議
会
負
担
金
の
内
容 

・
林
道
整
備
の
町
の
考
え
方 

・
地
籍
調
査
事
業
の
今
後 

・
登
山
道
及
び
遊
歩
道
整
備
委
託
の

内
容 

・
観
光
施
設
委
託
料
見
直
し
の
検
討 
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・
川
乗
山
水
力
発
電
の
状
況 

・
農
作
物
獣
害
対
策
の
状
況 

・
道
路
台
帳
補
正
作
業
委
託
の
内
容 

・
い
ら
畑
放
牧
地
借
地
料
の
内
容 

・
ワ
ラ
ビ
栽
培
の
今
後
の
見
通
し 

・
木
質
バ
イ
オ
マ
ス
チ
ッ
プ
の
状
況 

・
ス
ポ
ー
ツ
広
場
借
地
料
の
内
容 

・
消
防
署
庁
舎
・
駐
車
場
用
地
借
地 

料
の
内
容 

・
消
火
栓
維
持
管
理
負
担
金
の
内
容 

・
森
林
館
設
備
等
更
新
状
況 

・
森
林
館
運
営
状
況
・
Ｐ
Ｒ
方
法 

・
文
化
会
館
清
掃
・
環
境
衛
生
業
務 

委
託
の
内
容 

・
文
化
会
館
空
調
設
備
の
状
況 

・
防
災
行
政
無
線
デ
ジ
タ
ル
更
新
委

託
の
内
容 

・
耐
震
性
貯
水
槽
設
置
工
事
の
内
容 

・
海
外
音
楽
交
流
派
遣
事
業
の
今
後 

・
消
火
器
詰
替
え
の
周
知
方
法 

○
都
民
の
森
管
理
運
営
事
業
特
別 

 

 

会
計 

・
歳
入
歳
出
差
引
残
高
の
理
由 

・
登
山
道
の
整
備
状
況 

○
山
の
ふ
る
さ
と
村
管
理
運
営
事 

 

業
特
別
会
計 

・
今
後
の
管
理
・
運
営 

 

○
国
民
健
康
保
険
特
別
会
計 

・
税
額
改
定
の
問
い
合
わ
せ
状
況 

○
国
民
健
康
保
険
病
院
事
業
会
計 

・
新
奥
多
摩
病
院
改
革
プ
ラ
ン
の 

内
容 

・
医
師
の
人
数
の
状
況 

・
訪
問
診
療
の
状
況 

・
小
児
科
の
設
置 

 

 

  

次
の
議
案
が
提
出
さ
れ
、
い
ず
れ

も
全
議
員
の
賛
成
に
よ
り
、
原
案
の

と
お
り
可
決
、
同
意
さ
れ
ま
し
た
。 

  
 
 
 
 

条 
 

例 
 
 
 
 
 

 

○
議
案
第
36
号 

奥
多
摩
町
表
彰
条
例
の
一
部
を
改

正
す
る
条
例 

〇
議
案
第
37
号 

 

非
常
勤
の
特
別
職
の
職
員
の
報
酬

及
び
費
用
弁
償
に
関
す
る
条
例
の

一
部
を
改
正
す
る
条
例 

  

〇
議
案
第
38
号 

 

奥
多
摩
町
公
営
住
宅
使
用
条
例
の

一
部
を
改
正
す
る
条
例 

〇
議
案
第
39
号 

 

奥
多
摩
町
い
な
か
暮
ら
し
支
援
住

宅
等
活
用
条
例
の
一
部
を
改
正
す

る
条
例 

〇
議
案
第
40
号 

 

奥
多
摩
町
若
者
定
住
応
援
住
宅
活

用
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例 

〇
議
案
第
41
号 

 

奥
多
摩
町
文
化
会
館
条
例
の
一
部

を
改
正
す
る
条
例 

〇
議
案
第
42
号 

 

昭
和
58
年
度
に
お
け
る
議
会
の
議

員
の
期
末
手
当
の
割
合
等
の
特
例

に
関
す
る
条
例
等
を
廃
止
す
る
条

例 

  
 
 
 
 

報 
 

告 
 
 
 
 

 
 

○
報
告
第
２
号 

平
成
28
年
度
決
算
に
お
け
る
奥
多

摩
町
健
全
化
判
断
比
率 

○
報
告
第
３
号 

 

平
成
28
年
度
決
算
に
お
け
る
奥
多

摩
町
資
金
不
足
比
率 

○
報
告
第
４
号 

 

奥
多
摩
町
教
育
委
員
会
の
権
限
に

属
す
る
事
務
の
管
理
及
び
執
行
状

況
の
点
検
及
び
評
価
（
28
年
度
分
） 

 

 
 
 
 
 

契 
 

約 
 
 
 
 
 

 ○
議
案
第
43
号 

小
丹
波
（
桜
久
保
）
地
内
若
者
住
宅

建
設
工
事 

 

 
 
 
 

自
治
功
労
表
彰 

 
 
 
 
 

 

○
議
案
第
44
号 

自
治
功
労
者
の
決
定
の
同
意 

清
水
典
子
氏
（
棚
沢
777
番
地
１
） 

鈴
木
賢
一
氏
（
氷
川
701
番
地
） 

 

 
 
 
 
 

人 
 

事 
 
 
 
 
 

 

○
議
案
第
45
号 

 

奥
多
摩
町
教
育
委
員
会
委
員
の
任 

命
の
同
意 

 

三
富
隆
行
氏
（
再
任
） 

（
海
澤
455
番
地
） 
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第

４
回

定

例

会 

12
月
12
日
頃
か
ら
を

予
定
し
て
い
ま
す
。 

詳
細
は
、
町
ホ
ー
ム
ペ

ー
ジ
、
防
災
行
政
無
線
で

お
知
ら
せ
し
ま
す
。 

皆
様
の
傍
聴
を
お
待
ち

し
て
い
ま
す
。 

 

議会だよりのご感想を

およせください 

また、議会に対するご意見・

ご要望等がありましたら、お

気軽に議会事務局までお知

らせください。 

 

我が国の地球温暖化対策については、２０２０年度及び２０２０

年以降の温室効果ガス削減目標が国際的に約束されているが、その

達成のためには、とりわけ森林吸収源対策の推進が不可欠となって

いる。 

しかしながら、森林が多く所在する山村地域の市町村においては、

木材価格の低迷や林業従事者の高齢化・後継者不足に加え、急速な人

口減少など、厳しい情勢にあるほか、市町村が、森林吸収源対策及び

担い手の育成等山村対策に主体的に取り組むための恒久的・安定的

な財源が大幅に不足している。 

このような中、政府・与党は、『平成２９年度税制改正大綱』にお

いて、「市町村が主体となって実施する森林整備等に必要な財源に充

てるため、個人住民税均等割の枠組みの活用を含め都市・地方を通じ

て国民に等しく負担を求めることを基本とする森林環境税（仮称）の

創設に向けて、地方公共団体の意見も踏まえながら、具体的な仕組み

等について総合的に検討し、平成３０年度税制改正において結論を

得る」との方針を示したところである。 

もとより、山村地域の市町村による森林吸収源対策の推進や安定

した雇用の場の確保などの取組みは、地球温暖化防止のみならず、国

土の保全や地方創生等にもつながるものであり、そのための市町村

の財源の強化は喫緊の課題である。 

よって、下記の制度創設について実現を強く求めるものである。 

               記 

 平成２９年度税制改正大綱において、「市町村が主体となって実施

する森林整備等に必要な財源に充てるため、個人住民税均等割の枠

組みの活用を含め都市・地方を通じて国民に等しく負担を求めるこ

とを基本とする森林環境税（仮称）の創設」に関し、「平成３０年度

税制改正において結論を得る」と明記されたことから、森林・林業・

山村対策の抜本的強化をはかるための「全国森林環境税」の早期導入

を強く求める。 

 

 
 
 
 
 

補
正
予
算 

 
 
 
 

 
 

○
議
案
第
46
号 

 

一
般
会
計
（
第
２
号
） 

○
議
案
第
47
号 

都
民
の
森
管
理
運
営
事
業
特
別
会

計
（
第
１
号
） 

○
議
案
第
48
号 

 

山
の
ふ
る
さ
と
村
管
理
運
営
事
業

特
別
会
計
（
第
１
号
） 

○
議
案
第
49
号 

 

国
民
健
康
保
険
特
別
会
計
（
第
１

号
） 

○
議
案
第
50
号 

 

後
期
高
齢
者
医
療
特
別
会
計
（
第

１
号
） 

○
議
案
第
51
号 

 

介
護
保
険
特
別
会
計
（
第
１
号
） 

○
議
案
第
52
号 

 

下
水
道
事
業
特
別
会
計
（
第
１
号
） 

 
 

 
 
 

指
定
管
理
者
の
指
定 

 
 
 

 

○
議
案
第
53
号 

「
青
目
立
不
動
尊
休
み
処
」 

桜
ホ
テ
ル
ズ
株
式
会
社 

（
期
間
は
平
成
30
年
４
月
１
日
か
ら

平
成
33
年
３
月
31
日
ま
で
） 

    

次
の
議
案
が
賛
成
多
数
に
よ
り
可

決
さ
れ
、
内
閣
総
理
大
臣
等
に
対
し

意
見
書
の
提
出
が
行
わ
れ
ま
し
た
。 

〇
議
員
提
出
議
案
第
３
号 

 

「
全
国
森
林
環
境
税
」
の
創
設
に
関

す
る
意
見
書 

                  

                            

                            

意見書の内容 
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（７） ６番 石田 芳英議員（９ページ） 

 ①「わさび資料館」等の設置で地域活性化やＰ

Ｒを！ 

 

（８） ４番 清水  明議員（９ページ） 

 ①国民健康保険制度の都道府県化について 

 ②冬期における除雪対象路線の拡大と住民負

担の軽減について 

 

（９） ７番 宮野  亨議員（10ページ） 

 ①山崩れ、土砂崩れを防ぐ森林整備について 

 

（10） ２番 大澤 由香里議員（10ページ） 

 ①移住者対策～あらゆる問題に備えて～ 

 ②河川の観光利用について 

 ③子どもに関する事業の申請条件について 

 

（11） ５番 小峰 陽一議員（11ページ） 

 ①奥多摩町職員の労働環境の現状について 

 ②雲取山「奥多摩小屋」撤去と今後の周辺管理

について 

  

 

 

 

ＱＲコード 

                            

                            

                            

                            

 平成 29年第３回定例会では、11 名の議員が一般質問を行いました。ここでは、

紙面の都合により、内容を要約して質問者順に掲載しています。質問・答弁の全

文は、11 月中旬頃より、ホームページで閲覧できます。（町ホームページ～町議

会～会議記録） 

 また、町内各図書館でも会議録をご覧いただけます。 

 

（１） ８番 高橋 邦男議員（６ページ） 

 ①今後の「少子化・定住化対策事業」について 

 ②鳩ノ巣渓谷遊歩道の整備について 

 

（２） ３番 澤本 幹男議員（６ページ） 

 ①観光客誘致宿泊補助事業について 

 

（３） １番 木村  圭議員（７ページ） 

 ①大雨対策の対応について 

 

（４） 11番 師岡 伸公議員（７ページ） 

 ①セラピーステーションの有効活用を 

 ②雪害に備えて 

 

（５） ９番 原島 幸次議員（８ページ） 

 ①２０２０年東京オリンピックに合わせて町内

の観光看板の設置について 

  

（６） 10 番 村木 征一議員（８ページ） 

 ①森林認証の取得と東京五輪・パラリンピック

に向けて各施設建設用の奥多摩産材売り込み

について 

  

 

町ホームページは、スマートフォン・タブ

レット端末等でもご覧いただけます。 
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問 観光客誘致宿泊補助事業拡大の検討を。 

答 各宿泊施設の利用状況等を精査し検討していく。 

３
番 

澤
本
幹
男
議
員 

８
番 

高
橋
邦
男
議
員 

《
そ
の
他
の
質
問
》 

高
橋 

長
い
間
歩
く
方
が
い
な
い
た
め
に
鳩
ノ
巣
渓
谷
遊
歩
道
が

荒
れ
て
い
る
状
況
。
整
備
計
画
は
。 

町
長 

６
年
間
に
わ
た
り
利
用
で
き
な
か
っ
た
こ
と
も
あ
り
、
再

整
備
を
実
施
し
て
い
る
。
引
き
続
き
整
備
を
進
め
て
い
く
。 

                            

                            

                            

                            

澤
本 

冬
季
の
観
光
対
策
事
業
と
し
て
「
奥
多
摩
冬
の

宿
泊
割
引
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
」
を
１
月
か
ら
３
月
の
期
間

実
施
し
て
い
る
が
、近
年
で
は
２
月
中
旬
頃
に
受
付
終

了
と
な
っ
て
い
る
。冬
季
観
光
客
対
策
で
大
事
な
補
助

事
業
で
あ
る
た
め
、
３
月
15
日
ま
で
の
期
間
の
利
用

希
望
者
に
も
対
応
す
べ
き
で
は
。
ま
た
は
予
算
額
の
見

直
し
を
検
討
し
て
は
。 

問 子ども子育て支援事業の助成拡大などの検討を。 

答 費用対効果を検証し、より良い支援事業になるよう、

検討していく。 

 
高
橋 

①
子
ど
も
・
子
育
て
支
援
推
進
事
業
は
、
制
定
以
来

拡
大
さ
れ
、
現
在
15
項
目
あ
る
が
出
尽
く
し
た
感
が
あ
る
。

ひ
と
り
親
・
多
子
家
庭
へ
の
助
成
拡
大
の
検
討
を
。 

②
子
育
て
終
了
後
も
町
内
に
住
み
続
け
て
も
ら
え
て
、
は
じ

め
て
少
子
化
・
定
住
化
対
策
事
業
が
実
を
結
ん
だ
と
言
え

る
。
そ
の
た
め
に
「
雇
用
の
確
保
」
は
ど
う
考
え
て
い
る
か
。

「
住
み
や
す
い
町
」
を
実
現
す
る
た
め
の
町
の
考
え
は
。 

 
町
長 

①
関
係
職
員
で
構
成
す
る
少
子
化
・
若
者
定
住
化

対
策
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
チ
ー
ム
が
、
毎
年
度
、
支
援
事
業
の
費

用
対
効
果
を
検
証
。
見
直
し
す
べ
き
支
援
事
業
や
新
た
な

支
援
事
業
の
追
加
、
バ
ー
ジ
ョ
ン
ア
ッ
プ
等
含
め
、
効
果
的

で
よ
り
良
い
支
援
事
業
に
な
る
よ
う
検
討
し
て
い
る
。 

    

町
長 

冬
季
の
宿
泊
客
増
加
を
目
指
し
た
こ
の
事
業

は
、
町
内
の
観
光
振
興
と
地
域
の
活
性
化
を
図
る
こ

と
を
目
的
と
し
て
い
る
。
対
象
は
、
奥
多
摩
観
光
協

会
に
加
入
し
て
い
る
町
内
の
旅
館
・
民
宿
等
に
宿
泊

す
る
お
客
様
で
、
助
成
期
間
は
、
毎
年
度
１
月
４
日

か
ら
３
月
15
日
ま
で
の
宿
泊
分
。
助
成
方
法
は
、
町

が
宿
泊
者
一
人
当
た
り
２
千
円
の
助
成
を
行
い
、
事

業
参
加
宿
泊
施
設
は
宿
泊
料
金
に
応
じ
た
上
乗
割
引

を
行
い
、
町
と
合
わ
せ
て
最
大
３
千
円
の
割
引
を
行

っ
て
い
る
。 

平
成
28
年
度
の
受 

付
状
況
は
２
月
中 

旬
に
予
約
で
一
杯 

に
な
り
、
キ
ャ
ン 

セ
ル
等
を
含
め
最 

終
受
付
は
３
月
12 

日
ま
で
対
応
を
行 

っ
た
。
今
後
の
事 

業
費
は
各
宿
泊
施 

設
の
利
用
状
況
や 

ア
ン
ケ
ー
ト
等
を 

精
査
し
検
討
す
る
。 

 

②
現
在
、
住
ま
い
の
確
保
や
、
保
護
者
の
経
済
的
支
援
を
中

心
と
し
た
定
住
化
対
策
の
な
か
で
は
、
新
た
な
雇
用
の
創

出
を
行
う
に
は
、
時
間
や
費
用
か
ら
考
え
て
難
し
い
。
長
期

的
視
点
で
新
た
な
雇
用
の
創
出
を
考
え
、
短
期
的
に
は
、
町

内
か
ら
通
勤
で
き
る
場
所
に
就
労
を
進
め
る
こ
と
が
現
実

的
。
今
後
も
長
期
・
短
期
の
両
視
点
で
移
住
を
希
望
す
る
方

の
就
労
相
談
に
対
応
す
る
。 

「
住
み
や
す
い
町
」
の
実
現
の
た
め
に
住
民
皆
様
の
幸
福

度
を
評
価
す
る
項
目
を
定
め
、
定
期
的
に
評
価
を
行
う
。
こ

れ
ら
の
幸
福
度
を
高
め
る
こ
と
で
「
奥
多
摩
町
は
住
み
や

す
い
町
」
と
思
う
の
で
は
な
い
か
と
考
え
る
。 
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答 休憩所として利用を検討していく。 

問 奥多摩町地域防災計画（※）の見直しを。 

答 見直しを進め、さらなる安全・安心を図る。 

問 セラピーステーションの有効活用を。 

※地域防災計画は、奥多摩町防災会議が作成す

る計画であって、奥多摩町の地域に係る災害予

防、災害応急対策及び災害復旧を実施すること

により、各防災機関等その有する全機能を有効

に発揮して住民の生命、財産を災害から保護す

ることを目的とするもの。（第１節 計画の目的

より） 

 

１
番 

木
村 

圭
議
員 

11
番 

師
岡
伸
公
議
員 

《
そ
の
他
の
質
問
》 

師
岡 

雪
害
に
つ

い
て
。 

町
長 

関
係
機
関

と
連
携
を
し
な
が

ら
、
迅
速
な
除
雪
活

動
を
推
進
し
て
い

く
。 

お
く
た
ま
地
域
振
興
財
団
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
よ
り
抜
粋 

                            

                            

                            

                            

町
長 

セ
ラ
ピ
ー
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
が
あ
る
香
り
の
道
・
登

計
ト
レ
イ
ル
は
日
本
初
の
森
林
セ
ラ
ピ
ー
専
用
入
口
で
、

ヨ
ガ
・
座
禅
が
で
き
る
広
場
や
水
療
法
を
行
う
施
設
な
ど
、

多
彩
な
メ
ニ
ュ
ー
を
行
う
こ
と
が
で
き
る
施
設
を
有
し
て

い
る
。
現
在
は
、
ガ
イ
ダ
ン
ス
、
昼
食
会
場
、
実
習
会
場
等

と
し
て
使
用
。
平
成
28
年
度
の
登
計
ト
レ
イ
ル
入
口
設
置

の
自
動
カ
ウ
ン
タ
ー
の
数
値
は
、
９
千
53
人
で
多
く
の
方

が
利
用
さ
れ
て
い
る
。
今
後
は
、
セ
ラ
ピ
ー
ツ
ア
ー
の
な
い

日
程
で
財
団
職
員
を
１
名
常
駐
。
セ
ラ
ピ
ー
ス
テ
ー
シ
ョ

ン
を
開
放
し
、
チ
ラ
シ
や
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
の
配
布
を
行
い
、

Ｐ
Ｒ
を
実
施
。
ま
た
、
休
憩
所
と
し
て
利
用
す
る
こ
と
を
検

討
す
る
。 

 

木
村 

大
雨
に
つ
い
て
、
気
象
庁
予
報
部
は
警
報
・

注
意
報
発
表
基
準
を
７
月
に
雨
量
基
準
か
ら
表
面
雨

量
指
数
に
変
更
し
た
。
こ
れ
は
雨
量
基
準
で
は
災
害

管
理
が
で
き
な
く
な
っ
た
と
考
え
る
。
各
地
で
起
き

て
い
る
甚
大
な
災
害
が
町
で
も
い
つ
起
き
て
も
お
か

し
く
な
い
。
町
の
地
域
防
災
計
画
の
う
ち
、
風
水
害

対
策
編
の
災
害
予
防
計
画
、
災
害
応
急
対
策
、
災
害

復
旧
・
復
興
計
画
の
見
直
し
が
必
要
と
考
え
る
が
。 

町
長 
今
回
の
気
象
庁
の
警
報
基
準
が
変
更
さ
れ

た
こ
と
に
よ
り
、
地
域
防
災
計
画
の
見
直
し
を
行

う
。
風
水
害
に
関
す
る
警
報
等
の
伝
達
の
項
に
掲
載

し
て
い
る
、
気
象
庁
予
報
部
発
表
の
警
報
・
注
意
報

発
表
基
準
一
覧
表
を
新
し
い
基
準
に
基
づ
き
変
更
。

風
水
害
対
策
編
全
般
に
つ
い
て
近
年
の
災
害
状
況
、

大
雨
警
報
発
令
基
準
に
基
づ
き
、
必
要
な
個
所
を
修

正
。
防
災
会
議
で
審
議
を
行
い
修
正
。
庁
内
で
定
め

て
い
る
職
員
の
災
害
配
備
態
勢
も
見
直
し
を
進
め
、

さ
ら
な
る
住
民
の
安
全
・
安
心
を
図
っ
て
い
く
。 

師
岡 

森
林
セ
ラ
ピ
ー
基
地
の
ス
タ
ー
ト
地
点
と
な
る
登

計
原
運
動
公
園
の
セ
ラ
ピ
ー
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
に
は
、
現
在
常

駐
し
て
対
応
す
る
ス
タ
ッ
フ
が
い
な
い
。
今
後
町
の
財
産
で

あ
る
森
林
セ
ラ
ピ
ー
事
業
を
展
開
す
る
う
え
で
も
セ
ラ
ピ

ー
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
の
有
効
活
用
は
必
要
と
考
え
る
が
。 



 8 

10
番 

村
木
征
一
議
員 

９
番 

原
島
幸
次
議
員 

問 町全体のあらゆる施設や名所等の案内看板の設置を。 

答 総合的な案内看板の整備をしていく。 

問 森林認証の取得と東京五輪・パラリンピックに向けて各

施設建設用の奥多摩産材売り込みを。 

 

答 オリンピック準備局や産業労働局等へ要望していく。 

原
島 

車
な
ど
で
来
町
さ
れ
る
方
が
有
効
活
用
で
き
る

看
板
が
無
い
。
カ
ー
ナ
ビ
に
載
ら
な
い
国
・
都
の
文
化
財

や
町
の
文
化
財
で
あ
る
百
尋
の
滝
や
海
沢
の
三
滝
の
ほ

か
、
公
共
施
設
や
災
害
時
の
避
難
所
の
表
示
な
ど
総
合

的
に
住
民
や
観
光
客
が
わ
か
り
や
す
い
看
板
が
必
要
で

は
。
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
以
後
も
東
京
の
奥
座
敷
と
し

て
外
国
人
の
方
に
多
数
来
町
し
て
も
ら
う
た
め
に
も
多

言
語
で
表
記
さ
れ
て
い
る
看
板
が
必
要
で
は
。 

登山のピクトグラム 

※ピクトグラムは文字以外のシンプル

な図記号などによって表したもの 

登山 -イラスト素材 -無料より引用

https://pictogram-free.com/05-

every-day/469-simplified-image.html 

 

町
長 

利
用
の
原
則
と
な
っ
て
い
る
森
林
認
証
を
東
京
都
農

林
水
産
振
興
財
団
は
既
に
取
得
し
、
東
京
都
森
林
組
合
も
平
成

28
年
12
月
に
取
得
し
た
。
し
か
し
、
使
用
の
主
と
な
る
集
成

材
の
加
工
を
す
る
大
規
模
な
施
設
は
都
内
に
ほ
と
ん
ど
な
い
。

町
で
は
様
々
な
県
で
整
備
し
て
い
る
県
産
材
加
工
セ
ン
タ
ー

と
同
様
な
施
設
を
整
備
す
る
よ
う
東
京
都
に
要
望
し
て
い
る
。 

町
の
シ
カ
食
害
の
著
し
い
地
域
の
多
摩
川
北
岸
は
、
シ
カ
被
害

が
減
少
す
る
ま
で
当
面
、
主
伐
を
見
合
わ
せ
る
地
域
と
し
て
、

都
の
地
域
森
林
計
画
・
町
の
森
林
整
備
計
画
に
位
置
付
け
て
い

て
、
搬
出
体
制
が
整
っ
て
も
主
伐
が
で
き
な
い
状
況
。
こ
の
よ

う
な
厳
し
い
状
況
に
あ
る
が
、
世
界
最
大
の
ス
ポ
ー
ツ
と
平
和

の
祭
典
で
あ
る
２
０
２
０
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ
ラ
リ
ン
ピ

ッ
ク
開
催
に
向
け
、
構
造
材
と
し
て
の
利
用
が
厳
し
い
場
合
は

内
装
材
や
家
具
な
ど
と
し
て
、
奥
多
摩
材
を
含
め
た
多
摩
産
材

が
利
用
さ
れ
る
よ
う
、
積
極
的
に
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
準
備
局
や
産

業
労
働
局
な
ど
、
東
京
都
の
関
係
部
局
等
へ
要
望
し
て
い
く
。 

 

                            

                            

                            

                            

町
長 
観
光
車
両
向
け
の
看
板
は
、
今
後
の
多
摩
川
南

岸
道
路
の
開
通
で
多
く
の
車
両
が
通
る
ル
ー
ト
と
な

る
こ
と
を
勘
案
し
、
改
め
て
見
直
し
の
時
期
に
き
て
い

る
。
町
観
光
協
会
や
商
業
協
同
組
合
等
と
連
携
し
て
、

町
の
サ
イ
ン
計
画
を
策
定
し
、
多
言
語
表
記
や
図
で
示

す
ピ
ク
ト
グ
ラ
ム
（
※
）
を
盛
り
込
ん
だ
観
光
看
板
の

設
置
に
向
け
検
討
し
て
い
く
。 

カ
ー
ナ
ビ
に
載
ら
な
い
文
化
財
等
の
看
板
設
置
に
つ

い
て
は
、
町
指
定
の
多
く
の
文
化
財
に
案
内
看
板
等
が

設
置
さ
れ
て
い
な
い
状
況
。
文
化
財
を
所
管
す
る
教
育

委
員
会
と
連
携
し
て
、
町
で
策
定
す
る
サ
イ
ン
計
画
に

は
文
化
財
等
も
含
め
、
総
合
的
な
案
内
看
板
の
整
備
を

し
て
い
く
。 

村
木 

大
会
組
織
委
員
会
は
こ
の
大
会
の
主
会
場
と
な
る

新
国
立
競
技
場
を
は
じ
め
選
手
村
な
ど
各
種
施
設
に
国
産

材
を
使
用
す
る
と
し
て
い
る
。
東
京
の
地
元
で
あ
る
多
摩

産
材
、
特
に
奥
多
摩
産
材
の
使
用
に
向
け
関
係
機
関
に
東

京
都
森
林
組
合
を
通
じ
て
売
り
込
み
を
。 

林野庁 HP 森林認証材普及促進ガイ

ド【川上から川下までの森林認証材

の安定的な供給体制構築に向けて】

(PDF : 1,582KB)より抜粋 



 9 

問 「わさび資料館」等の設置で地域活性化やＰＲを！ 

答 「中・長期的」な視点で検討していく。 

石
田 

観
光
面
よ
り
空
家
等
を
利
活

用
し
て
「
わ
さ
び
資
料
館
」
等
に
改
装

し
、
奥
多
摩
町
の
特
産
品
で
あ
る
わ

さ
び
の
資
料
の
展
示
、
ＤⅤ

Ｄ
に
よ

る
Ｐ
Ｒ
、
栽
培
農
家
に
よ
る
歴
史
や

栽
培
方
法
な
ど
の
解
説
等
、
観
光
客

が
立
ち
寄
る
場
所
を
作
り
、
地
域
活

性
化
や
Ｐ
Ｒ
に
つ
な
げ
て
は
。 

問 国民健康保険（※）制度の都道府県化に

ついて。 

町
長 

市
町
村
単
位
で
運
営
し
て
き
た
国
保
制
度
が
平
成
30

年
４
月
か
ら
は
都
道
府
県
が
財
政
運
営
の
主
体
に
な
る
。
そ

の
目
的
は
、
国
保
制
度
の
構
造
的
な
課
題
解
決
と
財
政
基
盤

の
安
定
化
に
あ
る
。
構
造
的
課
題
と
は
、
高
齢
の
被
保
険
者
が

多
く
加
入
す
る
自
治
体
で
は
医
療
機
関
を
受
診
す
る
機
会
が

多
く
、
医
療
の
高
度
化
も
あ
り
、
一
人
当
た
り
の
医
療
費
は
大

き
く
な
る
。
し
か
し
、
そ
れ
を
賄
う
保
険
税
の
賦
課
と
な
る
所

得
は
全
般
的
に
低
く
、
医
療
費
に
見
合
う
保
険
税
が
確
保
で

き
な
い
状
況
が
続
い
て
い
る
こ
と
に
よ
る
も
の
。
国
保
の
財

政
構
造
は
本
来
、
公
費
５
割
、
保
険
税
５
割
が
原
則
で
医
療
費

の
増
加
に
合
わ
せ
て
保
険
税
率
も
改
定
し
、
医
療
費
に
見
合

っ
た
保
険
税
額
に
す
る
必
要
が
あ
る
。
し
か
し
、
多
く
の
自
治

体
で
は
必
要
な
保
険
税
率
の
改
定
を
せ
ず
、
不
足
分
を
一
般

会
計
か
ら
繰
り
入
れ
、
収
支
を
黒
字
に
し
て
い
る
。
こ
う
し
た

課
題
を
解
決
す
る
た
め
、
都
道
府
県
と
市
町
村
が
役
割
分
担

を
明
確
に
し
た
国
保
の
都
道
府
県
化
が
行
わ
れ
る
。 

・
町
の
メ
リ
ッ
ト
は
国
保
財
政
が
安
定
化
す
る
こ
と
。 

デ
メ
リ
ッ
ト
と
い
う
言
い
方
が
適
当
で
あ
る
か
ど
う
か
は
別

と
し
て
、
一
般
会
計
か
ら
の
繰
り
入
れ
を
解
消
し
て
い
く
た

め
に
保
険
税
率
を
適
正
な
レ
ベ
ル
ま
で
引
き
上
げ
る
必
要
が

あ
る
こ
と
。
今
回
の
制
度
改
革
に
お
い
て
は
被
保
険
者
の
皆

様
に
も
医
療
費
に
見
合
っ
た
応
分
の
負
担
を
し
て
い
た
だ
く

と
い
う
極
め
て
妥
当
な
も
の
で
あ
る
と
い
え
る
。
今
後
、
町
で

は
東
京
都
、
国
保
連
合
会
等
と
の
連
携
を
強
化
し
、
医
療
費
の

適
正
化
に
努
め
て
い
く
。 

答 医療費の適正化に努めていく。 

６
番 

石
田
芳
英
議
員 

清
水 

国
保
制
度
改
正

に
よ
る
町
に
お
け
る
メ

リ
ッ
ト
・
デ
メ
リ
ッ
ト

と
住
民
の
受
け
る
メ
リ

ッ
ト
・
デ
メ
リ
ッ
ト
は
。 

４
番 

清
水 

明
議
員 

※以下「国保」という。 

《
そ
の
他
の
質
問
》 

清
水 

冬
期
の
除
雪
対
象
路
線
の
拡
大
を
。 

町
長 

安
全
・
安
心
の
確
保
を
第
一
優
先
に
町
づ
く
り
を
進
め
る
。 

                            

                            

                            

                            

町
長 
わ
さ
び
の
Ｐ
Ｒ
は
、
観
光
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
（
奥

多
摩
ワ
ー
ル
ド
）
で
料
理
レ
シ
ピ
等
の
紹
介
、
町
施
行

60
周
年
を
記
念
し
て
作
成
し
た
イ
メ
ー
ジ
キ
ャ
ラ

ク
タ
ー
「
わ
さ
ぴ
ー
」
、
大
多
摩
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
ト
レ

イ
ル
の
ル
ー
ト
（
古
里
付
）
に
観
光
わ
さ
び
田
を
整
備

し
、
奥
多
摩
わ
さ
び
栽
培
組
合
に
栽
培
の
協
力
を
い

た
だ
き
な
が
ら
観
光
客
や
町
民
に
わ
さ
び
を
Ｐ
Ｒ
し

て
利
用
増
進
を
図
っ
て
い
る
。 

「
奥
多
摩
わ
さ
び
」
は
生
産
者
の
高
齢
化
や
専
業
農

家
の
減
少
に
よ
り
生
産
量
の
低
下
、
休
耕
田
の
増
加

な
ど
、
先
行
き
に
大
き
な
不
安
を
抱
え
て
い
た
が
、
わ

さ
び
塾
に
よ
る
後
継
者
対
策
、
休
耕
田
の
活
用
、
町
内

外
に
対
し
て
「
奥
多
摩
わ
さ
び
」
の
Ｐ
Ｒ
に
努
め
る
こ

と
で
、
最
も
大
切
な
生
産
基
盤
の
再
生
と
確
立
を
推

進
し
て
い
る
。
こ
の
た
め
、
町
内
の
空
家
等
を
利
用
し

た
わ
さ
び
資
料
館
等
の
建
設
は
、
今
後
の
中
・
長
期
的

な
視
点
の
中
で
検
討
し
て
い
く
。
わ
さ
び
は
町
の
最

大
の
特
産
品
な
の
で
、
今
後
も
奥
多
摩
わ
さ
び
栽
培

組
合
と
連
携
し
て
、
後
継
者
の
育
成
並
び
に
わ
さ
び

栽
培
の
推
進
に
一
層
努
力
し
て
い
く
。 
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問 移住者対策～あらゆる問題に備えて～ 

答 様々な問題を未然に防ぐために対策を講じている。 

町
長 

町
で
は
、
長
年
町
で
暮
ら
す
方
と
新
た
に
住
む
こ

と
に
な
っ
た
方
と
を
区
別
せ
ず
問
題
を
未
然
に
防
ぐ
た

め
に
対
策
を
講
じ
て
い
る
。
１
．
子
ど
も
の
い
る
家
庭
に

町
の
福
祉
サ
ー
ビ
ス
母
子
子
育
て
編
の
全
戸
配
布
。
２
．

民
生
・
児
童
委
員
と
連
携
し
た
見
守
り
活
動
等
の
実
施
。

３
．
子
ど
も
の
い
る
転
入
家
庭
に
保
健
師
が
全
戸
訪
問
。

４
．
子
育
て
支
援
、
各
種
相
談
体
制
の
充
実
。
５
．
障
害

や
療
育
が
必
要
な
方
へ
の
支
援
な
ど
を
個
別
に
実
施
。
今

後
と
も
未
然
に
事
故
を
防
止
し
、
事
故
が
あ
っ
た
場
合

は
、
関
係
機
関
が
一
体
と
な
り
対
応
す
る
。 

大
澤 

移
住
し
て
こ
ら
れ
る
方
は
知
り
合
い
が
近
く
に

い
な
い
こ
と
が
往
々
に
し
て
あ
る
。
何
か
問
題
が
あ
っ
た

時
の
駆
け
込
み
寺
的
な
場
所
の
確
保
や
、
連
絡
先
一
覧
表

を
作
成
し
、
移
住
時
に
そ
の
情
報
を
知
ら
せ
て
お
く
必
要

が
あ
る
と
考
え
る
。
移
住
者
に
限
ら
ず
、
町
民
で
必
要
と

す
る
人
が
い
る
か
も
し
れ
な
い
。
町
の
対
策
状
況
は
。 

問 山崩れ、土砂崩れを防ぐ森林整備について。 

答 奥多摩町森林整備計画を基本に森林整備を推進。 

宮
野 

①
今
後
の
町
の
森
林
整
備
事
業
の
所
見
は
。 

②
平
成
29
年
７
月
の
北
九
州
の
山
崩
れ
、
土
砂
災
害
に

つ
い
て
町
は
ど
の
よ
う
に
分
析
し
た
か
。 

２
番 

大
澤
由
香
里
議
員 

７
番 

宮
野 

亨
議
員 

《
そ
の
他
の
質
問
》
大
澤 

子
ど
も
に
関
す
る
事
業
の
申
請
条
件

（
親
の
税
金
等
の
滞
納
）
の
見
直
し
を
。 

教
育
長 

保
護
者
の
滞
納
に
よ
り
応
募
の
あ
っ
た
子
ど
も
を
参

加
さ
せ
な
い
と
い
う
こ
と
は
避
け
た
い
と
考
え
る
。 

《
そ
の
他
の
質
問
》
大
澤 

河
川
の
観
光
利
用
に
つ
い
て
。
河
川

利
用
の
ル
ー
ル
は
つ
く
ら
れ
た
の
か
。 

町
長 

河
川
の
等
級
に
よ
り
河
川
管
理
者
が
異
な
る
た
め
、
都
は

統
一
し
た
ル
ー
ル
の
策
定
が
難
し
い
と
し
て
い
る
。
町
で
は
、
町

内
営
業
の
３
事
業
者
と
定
期
的
に
調
整
会
議
を
行
う
こ
と
と
し
、

連
携
体
制
を
構
築
し
た
。
利
用
者
が
そ
れ
ぞ
れ
の
マ
ナ
ー
を
守
る

こ
と
を
前
提
に
さ
ら
な
る
観
光
の
振
興
を
推
進
し
て
い
く
。 

町
長 

①
町
で
は
平
成
16
年
度
の
豪
雨
に
よ
り
森

林
が
崩
壊
し
た
。
崩
壊
原
因
は
シ
カ
の
食
害
に
よ
る

も
の
で
森
林
の
公
益
的
機
能
を
失
う
こ
と
が
ど
れ
だ

け
危
険
か
経
験
し
、
森
林
整
備
と
保
全
が
大
切
で
あ

る
こ
と
を
実
感
し
た
。
町
内
の
私
有
の
人
工
林
の
多

く
は
手
入
れ
不
足
に
よ
り
、
林
内
に
陽
光
が
射
さ
ず
、

土
壌
は
痩
せ
、
荒
廃
し
た
森
林
と
な
っ
て
い
る
こ
と

か
ら
、
土
砂
災
害
防
止
機
能
な
ど
の
公
益
的
機
能
が

発
揮
で
き
る
森
林
に
回
復
す
る
た
め
、
間
伐
や
枝
打

ち
を
森
林
整
備
事
業
と
し
て
実
施
。
今
後
も
奥
多
摩

町
森
林
整
備
計
画
を
基
本
に
推
進
し
て
い
く
。 

②
土
砂
災
害
に
は
、
土
石
流
、
が
け
崩
れ
、
地
す
べ
り

等
あ
る
が
、
町
で
は
す
べ
て
の
災
害
が
起
こ
る
可
能

性
が
あ
る
と
考
え
、
全
国
各
地
で
起
き
て
い
る
大
災

害
を
教
訓
に
災
害
へ
の
備
え
を
整
え
て
い
く
。 シカが日本の自然を食べつくす - 環境省

（Adobe PDF）より抜粋

www.env.go.jp/nature/choju/effort/.../m

eaning02.pdf 
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問 職員の労働環境の向上で職員にやる気を起こさせ、住

民サービスの向上を。 

 

答 質の高い住民サービス等の提供に努め、労働環境の改

善に努めていく。 

町
長 
平
成
28

年
度
の
状
況
で

答
え
る
。（
下
表

参
照
）
町
で
は

現
在
、
第
４
次

奥
多
摩
行
政
改

革
大
綱
及
び
基

本
計
画
に
基
づ

き
、
質
の
高
い

行
政
運
営
と
行

政
サ
ー
ビ
ス
、

住
民
サ
ー
ビ
ス

の
提
供
に
努
め

て 小
峰 

国
は
、
３
月
に
働
き
方
改
革
実
行
計
画
を
ま
と

め
、
公
表
し
た
。
特
に
、
時
間
外
労
働
（
残
業
）
に
つ

い
て
は
、
罰
則
付
き
の
残
業
規
制
導
入
を
柱
と
し
て
い

る
。
そ
こ
で
、
町
の
人
口
は
減
少
し
て
い
る
も
の
の
住

民
へ
の
施
策
が
増
え
、
町
職
員
の
仕
事
量
が
増
加
し
て

い
る
と
思
わ
れ
る
が
、
状
況
は
。
ま
た
、
労
働
環
境
の

向
上
は
、
職
員
の
「
や
る
気
」
を
起
こ
さ
せ
、
住
民
サ

ー
ビ
ス
の
向
上
に
寄
与
す
る
こ
と
と
な
る
。
今
後
も
労

働
環
境
の
向
上
に
努
め
て
も
ら
い
た
い
。 

《
そ
の
他
の
質
問
》
小
峰 

雲
取
山
「
奥
多
摩
小
屋
」
撤
去
と

今
後
の
周
辺
管
理
に
つ
い
て
。 

町
長 

施
設
の
老
朽
化
、
利
用
者
減
少
に
伴
い
、
取
り
壊
し

を
行
う
予
定
で
再
建
は
考
え
て
い
な
い
。
奥
多
摩
小
屋
周
辺

の
ゴ
ミ
処
理
は
、
今
後
も
継
続
的
に
ゴ
ミ
回
収
作
業
を
行
う
。 

５
番 

小
峰
陽
一
議
員 

小峰議員の質問項目 町の回答（平成28年度正規職員の状況）

1
（1）全職員数
（2）残業手当の支給対象数

（1）128人
（2）113人（管理職手当支給対象者以外）

2  年休の取得率  21.6％　8.2日

3  公休日出勤時の代休取得率
 取得率72.6％
 次年度繰越19.2％、経過消滅8.2%

4  職員の残業時間（年・月平均）  年平均：174時間　月平均：14時間
5  職員1人当たり残業時間（年単位）  最高：669時間　最低：3時間

6
 職員1人当たり残業時間
（ 60時間超の人数）

 年間延べ46人

7  人事委員会の有無
 39団体（12市5町8村14組合）共同の公平
委員会がある

8  職員の組合と36協定の有無

 公務員は官公署の事業なので36協定の届け
出の必要はないが、職員組合と時間外労
働・休日労働に関する協定を結び、労働基
準監督署に届け出をしている

9  残業予算不足時の処理方法  補正予算を編成し議会の決定で処理

                            

                            

  

8

月  

3
日 

秋
川
流
域
斎
場
組
合
議
会
臨
時
会 

西
秋
川
衛
生
組
合
議
会
臨
時
会 

三
多
摩
上
下
水
及
び
道
路
建
設
促 

進
協
議
会
第
１
委
員
会 

5
日 

木
村
奨
学
会
設
立
50
周
年
記
念
式

典 

7
日 

大
多
摩
観
光
連
盟
通
常
総
会 

9
日 

都
町
村
議
長
会
要
望
活
動 

25
日 

表
彰
審
査
委
員
会 

26
日 

海
外
派
遣
事
業
帰
国
報
告
会 

29
日 

西
秋
川
衛
生
組
合
運
営
協
議
会 

9

月  

7
日 

三
多
摩
上
下
水
及
び
道
路
建
設
促

進
協
議
会
都
議
会
へ
陳
情
活
動 

9
日 

寿
楽
荘
敬
老
感
謝
祭 

13
日 

西
多
摩
地
区
消
防
大
会
出
場
隊
訓

練
激
励
（
第
1
・
第
5
分
団
） 

16
日 

グ
リ
ー
ン
ウ
ッ
ド
敬
老
祝
賀
会 

琴
清
苑
敬
老
感
謝
祭 

20
日 

全
国
都
市
緑
化
祭
記
念
式
典 

23
日 
西
多
摩
地
区
消
防
大
会 

25
日 
日
本
語
学
校
内
覧
会 

26
日 

三
か
町
村
連
絡
協
議
会 

29
日 

西
多
摩
郡
町
村
議
会
議
長
会
議
員

親
睦
会 

30
日 

氷
川
小
学
校
運
動
会 

10

月 
 

2
日 

戦
没
者
合
同
慰
霊
祭 

3
日 

官
公
庁
等
連
絡
会 

奥
多
摩
日
本
語
学
校
開
校
式 

4
日 

総
務
文
教
常
任
委
員
会
視
察
研
修 

7
日 

齊
藤
次
男
氏
藍
綬
褒
章
受
章
記
念 

祝
賀
会 

9
日 

子
ど
も
国
際
交
流
音
楽
祭
交
流
コ 

ン
サ
ー
ト 

13
日 

経
済
厚
生
常
任
委
員
会
視
察
研
修 

17
日 

議
会
だ
よ
り
編
集
委
員
会 

21
日 

一
般
財
団
法
人
青
梅
青
年
会
議
所 

設
立
50
周
年
記
念
式
典 

24
日 

東
京
都
道
路
整
備
事
業
推
進
大
会 

26
日 

秋
川
流
域
斎
場
組
合
議
会
定
例
会 

西
秋
川
衛
生
組
合
議
会
定
例
会 

27
日 

西
多
摩
地
区
議
長
会
議
員
研
修
会 

28
日
～
29
日 

第
32
回
ふ
れ
あ
い
ま
つ
り 

町
・
神
津
島
村
友
好
交
流
協
定
締
結 

式 

     

い
る
が
、
さ
ら
に
行
政
改
革
を
推
進
し
、
業
務
の
改
善
、

労
働
環
境
の
改
善
に
努
め
る
。 
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《グランピング施設》 

《小丹波桜久保》 《給食センター前》 《給食》 

《１番人気の施設》 

              

              

              

編 

集 

後 

記 

 

日
本
の
危
機
的
状
況
の
一
つ
に
、
社
会
的

孤
立
度
（
家
族
以
外
の
者
と
ど
れ
く
ら
い
交

流
が
あ
る
か
）
の
高
さ
が
あ
り
ま
す
。
国
際

比
較
調
査
で
、
日
本
人
は
コ
ミ
ュ
二
ケ
ー
シ

ョ
ン
が
極
め
て
少
な
い
と
示
さ
れ
て
い
ま

す
。
そ
の
理
由
は
自
分
サ
イ
ド
以
外
の
事
柄

に
対
す
る
無
関
心
で
す
。
そ
れ
に
よ
っ
て
人

と
人
の
支
え
合
い
や
つ
な
が
り
が
弱
く
な

っ
て
い
ま
す
。
社
会
的
孤
立
を
是
正
す
る
に

は
、「
地
球
的
民
族
主
義
・
地
球
的
公
共
性
」

を
基
本
軸
に
据
え
た
考
え
方
が
重
要
で
は

な
い
で
し
ょ
う
か
。
今
の
時
代
に
お
け
る

「
幸
福
」
と
は
何
か
。
近
年
、
ブ
ー
タ
ン
の

国
民
総
幸
福
量
や
荒
川
区
の
呼
び
か
け
の

も
と
、
幸
福
度
指
標
を
取
り
入
れ
た
自
治
体

が
連
携
し
「
幸
せ
リ
ー
グ
」
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
化
も
進
め
ら
れ
て
い
ま
す
。 

 
 

（
宮
野 

 

亨
） 

村
木 

征
一 

 

師
岡 

伸
公 

原
島 

幸
次 

 

澤
本 

幹
男 

《総務文教常任委員会 視察研修》 

平成 29年 10 月４日(水) 

 ４か所の町有地と２か所の若者住宅建設予定地、そして給食センターの視察を行いました。

町有地は若者住宅の建設や分譲地など、有効活用が図られることを確認。建設予定地は造成が

計画通り進んでいる様子を見ることが出来ました。そして、給食センターではアレルギー体質

用メニューを提供していることなど、子どもたちが安全に安心して給食を食べられる環境にあ

り、安心したところです。保護者の方々をはじめ、住民みなさんにもこの給食センターを見学

していただく機会があれば、きっと、安全で安心できる給食が提供されていることを知ってい

ただけるのではないでしょうか。できれば、ぜひ、試食体験もしていただければと思った一日

でした。 

《経済厚生常任委員会 視察研修》 

平成 29年 10 月 13 日(金) 

東京都事業により来年町内に展開予定のグランピング（※）の視察を行いました。 

（※）グラマラスとキャンピングを掛け合わせた造語で、ホテル並みの設備やサービスを

利用しながら自然の中で快適に過ごすキャンプのことをいいます。今回は千葉県香取市に

ある「ザ ファーム」へ行きました。当日は、あいにくの雨の中でしたが、当農園内森の中

にある、１番人気の、１日１組だけのプライベートサイトや、人工的に作られた川沿いに

並ぶ１６棟の豪華なキャンプ設備などを視察しました。 
  


